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新型コロナウィルスの状況を踏まえ、  
6 月の実施を見合わせます。池内さおりがお待ちしている「TOKYO 12 HAUS」の日。

実施再開のめどが立ち次第お知らせいたします。

子どもや女性、すべての人に行き届く支援を！
　新型コロナウィルス対策の 10 万円特別定額給付金をめぐって、

虐待を受けて自宅に居られない 10 代の子ども達から「自分への

給付を受け取りたい」との相談が次々寄せられています。

　給付対象は全ての個人としながらも、家族分をまとめて世帯主

に振り込むという給付方法は当初から問題視され、国会でも共産

党などが是正を求めていました。これを受け政府は、DV や虐待

などで別居している場合は、自治体への申し出により個別に受け

取れるとの見解を通知。しかしその内容が各自治体で徹底されて

いないなどにより、窓口で申請を断られるケースが頻発しました。

　池内さおりさんは 5 月、相談に応えて豊島区や国立市への申請

に付き添い、個人への給付が正当に行われるよう、各自治体とや

り取りを行いました。（裏面へ続く）

10代向けの無料カフェの様子 (Colabo Twitter より )
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障がい児・家族の
尊厳と人権まもる政治へ

――国や都、 専門家会議等の都度の判断や要請を踏まえて、 感染拡大防止に努め、 内容を制限しながら活動しています――

画家･林美蘭さんトークセッション
開催しました！

オンラインで語り合う池内さん（左）と林さん

　（表面より）家に居場所のない若い女性に対す

る暴力や性搾取の問題はこの間いっそう広が

り、支援団体への相談件数も激増しています。

　池内さんは 5 月 27 日、一般社団法人 Colabo

が新宿の街で定期開催している 10 代向け無料

カフェに参加。無料で食事ができることや、帰

る場所がない場合は避難用のホテルを紹介でき

ることなどを伝える声かけ活動も行いました。

　その間に、若い女性に買春を持ちかける男性

や、性産業への「スカウト」を何人も目撃。池

内さんは、力関係の差を利用して困難を抱えた

子どもや女性を搾取するやり方は許せないと語

り、見て見ぬふりをしない社会をつくろうと決

意をあらたにしました。　
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高校・大学生とオンライン交流
日本のジェンダー課題を語る

　池内さんは 5 月

24 日、非営利団体

のユースメンバー

約 30 人とのセッ

ションに参加。オ

ンラインハラスメ

ントなどのジェン

ダー課題について

語り合いました。

　池内さんは、女

性へのオンライン
ハラスメントについて、国会や支援団体の取り

組み、自身の体験なども挙げながら実態を語り、

これまでリアルな生活空間で存在し続けてきた

女性に対する差別や暴力と地続きのものだと強

調。まずは女性差別という概念を定義すること

が第一歩になるとして、先進的なフランスの取

り組みを紹介しました。

　参加者からも、自身の学校でジェンダー課題

の改善を進めるには？など主体的な問題意識が

多く出され、互いに学び合う場となりました。

　5 月 30 日、Tokyo12HAUS で個展を開催した画

家の林美蘭さんと池内さんとの、オンライントー

クが行われました。

　林さんは「社会の枠の外を生きざるをえない

人達がもつ、尊厳や本質的な美しさを表現した

い」と、女性やホームレス、性的マイノリティ

などがモチーフのそれぞれの作品に込めた思い

を解説。その制作姿勢と池内さんの取り組み課

題とが共鳴しあった出会いも語られました。

　日本各地から 30 人が参加し、後半には活発な

発言が。芸術分野でのジェンダー視点の発展に

ついてや、芸術にアクセスしやすくするための

文化予算の拡充、自由な美術教育の必要性など、

多岐にわたり議論が深まりました。

自粛下、暴力・性被害が深刻に

　池内さんは、コロナ禍

で矛盾と問題点が顕在化

しているのを痛感したと

語り、実態と要望を行政

に届け、一人ひとりの尊

厳と人権が保障される政

治実現のため全力をあげ

るとのべました。

　池内さんは5月25日、ぬかが和子、はたの昭彦、

横田ゆう各足立区議とともに、足立区にある重

症心身障がい児の通園施設「FLAP YARD」を視察。

施設長の矢部弘司さんから、新型コロナ影響下

での状況や要望を聞きました。

　施設には国からの直接的な給付や補償はなく、

感染対策や利用者減に伴う負担増など大変なご

苦労が。そして家庭では、多くは母親に、障が

い児のケアと家族全員分の家事という過重負担

がのしかかっています。

FLAP YARD での活動の様子

りん　　みらん


